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イランが核兵器や弾道ミサイルの開発を加速しているとして、
6月13日、イスラエルがイランの核施設などを奇襲攻撃しま
した。これにイランが報復し、12日間に渡って攻撃の応酬が
続きました。今回はアメリカがイランの核施設を攻撃し、その
後、アメリカによる仲介で停戦が行われました。トランプ大統
領は「イランの核保有」には一貫して反対しつつ、双方のメン
ツを保ちつつ自制を求めながら停戦を実現しました。

党首 釈量子
幸福実現党

日本では今夏の選挙でも、与野党ともに現金給付をはじめとした
バラマキ政策を訴えました。一方、世界各地で多発する危機的状況
に対して、日本の役割を訴えることのできる政治家は皆無です。戦後、
教育や政治から「宗教」が骨抜きにされ、精神的な主柱が失われたため
に「正義とは何か」を考えることができなくなっているのです。「正義のあ
る平和」に向けて、日本は「武士道精神」を取り戻さなければなりません。

イラン―イスラエルの危機とアメリカの介入

イランの裏で暗躍する中国・北朝鮮 各地で混乱を助長する中国
中国はイスラム教国で唯一の核保有国であるパ
キスタンとも軍事・経済面で強固な関係を築いて
います。今年5月に起きたインド―パキスタンの
武力衝突では、パキスタンに防空システムや衛星
支援も提供するなど
直接的な関与が疑
われています。また中
国はロシアに対して
も軍事的な支援を
行うなど、各地で混
乱を助長しています。

イランは中国、北朝鮮と協力関係を
深めながら、両国から弾道ミサイルや
核兵器の開発・製造の支援を受けて
いると言われています。イランが核兵
器を持つと、エジプト、サウジアラビ
ア等も核を保有する恐れがあります。
「核武装したイスラム教国にイスラエ
ルが囲まれる」という状況になれば、
『新約聖書』にも予言されているとお
りの「ハルマゲドン」（最終戦争）を
招きかねません。

hr-party. jp

令和7年（2025年）
発行所  幸福実現党本部
〒107-0052 東京都港区赤坂2-10-8
電話 03-6441-0754  ©幸福実現党

世界の中で漂流する日本　
として甦

よ み が え

るために「武士道の国」

世界で最も危険な政権
（イラン）に、世界で最も
危険な武器を持たせる
わけにはいかない。

2025/6/15 Fox Newsの
インタビュ－での発言より

両国は今後、大きな
愛、平和、そして繁
栄を経験することに
なるだろう。（略）
神のご加護を、両国
に！

2025/6/24
TruthSocialの投稿より

イスラエル　ネタニヤフ首相
U.S. Secretary of Defense/CC BY 2.0

アメリカ　トランプ大統領
イラン　最高指導者ハメネイ師
khamenei.ir/CC BY 4.0

テロリストであるシオニス
ト政権（イスラエル）に対し、
私たちは強力な反応を示
さなければならない。
2025/6/18　Xでの投稿より

VS

トランプ政権
停戦を仲介

中国製戦闘機「殲－10Ｃ」
今年5月のインド－パキスタンの軍事
衝突でもパキスタン側が運用した
Alert5/CC BY-SA 4.0

イランの弾道ミサイル（Shahab-3）
北朝鮮からの技術供与で開
発されたとされる
Majid Asgaripour/ CC BY 4.0
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Books YouTube　  

宗教への理解なくして国際情勢は分かりません。日本はイスラエルと
もイスラム諸国とも良好な関係を維持しており、本来であれば背景に
ある宗教対立の原因を知ったうえでその争いを仲裁する役割を果た
せるはずです。
イランのイスラム教、イスラエルのユダヤ教は共に一神教ですが、お互
いが相手を異端・邪教と見て潰そうとしています。争いの根本的な解
決には、政治外交を超えて、イスラム教とユダヤ教（キリスト教）を指
導していたのは共に中東全域を覆っていた愛の神・エローヒムであっ
たことを理解し合うことが大切です。

イスラム教は本来、「寛容」と「平和」の宗教であり、キリスト教と調和
し共存していた時代もありました。自由と民主主義の精神を入れ、核
兵器開発をやめて欧米諸国に歩み寄るべきです。一方、イスラエルは、

イスラム教徒を過度に敵視する姿勢を改める必要があると言えます。
宗教の違いを乗り越えて、「自由・民主・信仰」の価値観のもとで無神論、唯物論勢力の拡張を止めることこそ
世界平和への道です。トランプ外交の基本戦略も対中抑止であり、日本は中国包囲網の形成をリードしていく
べきです。ロシア－ウクライナ戦争についても、ウクライナ支援に傾くのではなく、いち早い停戦を後押しし、ロシ
アを含めた信仰心を持つ国で中国、北朝鮮の封じ込めを目指すことが大切です。

宗教的な相互理解で中東の平和を

「自由・民主・信仰」の世界を目指して

利害を超えて正義を貫く「武士道精神」を取り戻す

世界平和に向けて
日本の果たすべき役割

大川隆法著
幸福の科学出版刊
1,870円（税込）

『天御祖神 武士道を語る』　
現代に求められる真実の死生観

日本文明の源流に立つ
「天御祖神」が明かす、
武士道の根本精神。

幸福実現党 編
幸福の科学出版刊
1,540円（税込）

『幸福実現党 立党の原点』
仏国土・地上ユートピアを目指して

なぜ大川隆法総裁は
幸福実現党を立党さ
れたのか。
立党の原点を改めて
振り返る。

「言論チャンネル」
政治や経済、社会保障、国
際関係などの時事問題の
中から気になるテーマを取
り上げながら、
本音の議論を
進めています。

「T
トゥルース

ruth Z
ゼット

」
若い世代をはじめ、政治
や経済に関心がない皆さ
まにも幅広く、楽しみなが
ら学べるコン
テンツを提供
します。

イスラエル

イラン

世界平和に向けて
日本の果たすべき役割

幸福実現党の活動報告かつて日本には利害を超えて「正義を貫く」という「武士道精
神」があり、世界から尊敬を受けていました。一方、今の日本は
中東情勢に対しても「石油や天然ガスが手に入るかどうか」と
いう点でしか関心がありません。しかし、憲法九条に基づいて
「何もしなければ平和でいられる」という考え方ではもはや一
国の平和も守ることはできません。今こそ日本は、「正義のあ
る平和」の実現を目指し、正しさのために尽力する武士道精
神を取り戻すべきです。そのためにも、まずは激動の世界の中
で動じないエネルギー安全保障や国防強化を目指すことが
大切です。また台湾関係法の制定、さらには日台同盟の締結
を目指し、「台湾を二度と見捨てない」ための体制も必要です。

2024年9月6日、「日台
友好に関する記者会見」を
台湾立法院にて
開催

2025年5月12日～15日、
党日台友好議員連盟の地
方議員19名が
台湾を視察


